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・テキストが pdf であることは（回答数 48，平均 2.9）
  問題を感じる（不便）1・2・3・4問題ない
4.3 29.8 34 .0 31 .9
・Text の購入について（回答数 45，平均 2.8）
  問題を感じる 1・2・3・4問題ない（回答数 48，平均 2.4）
11.1 22.2 46 .7 20 .0
  購入できる限度額（単位千円）：（回答数 45，平均 4.4）




11 .1 40 .0 31 .1 13 .4
授業での電子ブックの活用について 大塚浩史（数物科学類数学コース 教授）きっかけは講義の英語化でした。数物科学類の専門基礎科目である「基礎解析1A1B」（2年次前期開講，受講者数60名程度）を今年度から英語で開講することになり，それを担当することになりました。学生を混乱させないためには，板書，教科書，配付資料を英語化することで英語の割合を増やすしかないと判断しました。昨年の暮れの頃のことです。真っ先に考えたことは，英語の教科書が一般には高価で手に入りにくいことです。いろいろ探した結果，安価（約¥2,600）で良質なAvner Friedman著"Advanced Calculus"（Dover）に辿り着き，この電子ブック版（これ自身も安価，約¥4,400）が金沢大学に導入されたばかりの電子ブックのデータベースProQuest Ebook Centralで手に入ることが分かりました。これを購入すれば，電子版ではありますが，学生は負担なく確実に教科書を手に入れられることから，昨年度の数学教室の予算で購入して頂きました。利用方法ですが，最初の講義で教科書をダウンロード（正確には，pdfとして自分のパソコン等にダウンロード）する時間を作りました。念のためTA2名を巡回させましたが，同時閲覧者数無制限で購入したこともあり，大きな問題なく作業を終えることができました。講義は，教科書から重要項目を抜粋して補足を加えたスライドをスクリーンに映し，それを英語で音読し日本語の解説を加えるという形で行っています。スライドを資料（A3両面印刷3枚程度）として配付しているため，資料に書き込みながら聞いている学生が多いようです。講義は2コマ続きで後半は演習ですが，ここでは教科書を開く学生が多く，パソコン，スマートフォン，タブレットなどの電子機器を用いる学生以外にも，自分で購入したペーパーバック版やKindle版を使う学生もいます。電子ブックの教科書は使いにくいのではないかという不安はありましたが，アンケートによると，そうとは限らないことは意外でした。配付資料があるため教科書の必要を感じない学生も多いようですが，電子機器を使いこなす学生が増えていることも感じます。私のゼミでも，指定した書籍の電子ブック版を購入し，iPadのノートアプリを使って勉強している学生がいて驚かされました。残念なこともあります。購入した電子ブックは，Doverで出版された版のまま電子化されているわけではなく，レイアウトが変更されページ数が倍増しています。結果として，ペーパーバック版に比べ数式が読みにくく，誤植も少なからず発生しています。このことは事前に予期できなかったのですが，電子化された書籍というものが，紙媒体同様の体裁とは限らないことには注意が必要だと思います。最後に，電子ブック導入は，私にとっては困難を打開するための苦し紛れの方策でしたが，大きな混
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乱はなく講義はできているようです。しかし，電子ブックの不便を結果的に補っているスライドの作成には，大変な労力を要しています。果たして体力は続くか，それがもうしばらくこの講義が続く現時点での感想です。今回は，授業で電子ブックを利用されている大塚先生に，利用方法などをご紹介いただきました。授業で利用する資料は附属図書館で購入することもできますのでご相談ください。また，7月と10月に日本語を中心とした電子ブックの試読サービスも実施しています。電子ブックもOPAC plus（金沢大学附属図書館蔵書検索システム）で検索できます。遠藤 徳孝 先生（理工研究域自然システム学系 助教）「人間を理解する人間の試み」平成29年6月1日～ 中央図書館で展示中教員から教員へ，リレー形式で続いている教員おすすめ図書コーナーは，今回で第22回を迎えました。今回バトンを受け取ってくださったのは理工研究域自然システム学系の遠藤徳孝先生です。金大生におすすめの本ということで原稿を頼まれましたが，今どきの学生に言いたいことは，暇さえあれば手当たり次第に本を読みなさい，ということですね。とはいえ，私も最近，以前ほど本を読んでいません。読む時間がないです。でも，時代のせいじゃなく，今でも学生は本を読む時間はあるでしょう。日頃，人間というものに対する理解を科学的に論じた書籍を手にすることが多いです。全てを鵜呑みすることなく疑いの目を持ち，正しいと思うことも変に拡大解釈することなく，自分なりに解釈しながら読むのがよいです。紹介した内容はほんの一部です。是非，実際に手に取って読んでみてください。また，紹介したもの以外の面白い本と出会うヒントとなれば幸いです。金大生のための読書案内－教員から学生へ 書名／著者・出版事項1 美を脳から考える／インゴ・レンチュラー，バーバラ・ヘルツバーガー，デイヴィッド・エプスタイン編，新潮社，2006.62 なぜ美人ばかりが得をするのか／ナンシ ・ーエトコフ著，草思社，2000.123 銃・病原菌・鉄：一万三〇〇〇年にわたる人類史の謎／ジャレド・ダイアモンド著，草思社，2000.104 解明される宗教：進化論的アプローチ／ダニエル・C．デネット著，青土社，2010.95 利己的な遺伝子／リチャ ドー・ドーキンス著，紀伊國屋書店，2006.56 滅びゆく思考力：子どもたちの脳が変わる／ジェーン・ハーリー著，大修館書店，1992.67 男の子の脳，女の子の脳：こんなにちがう見え方，聞こえ方，学び方／レナード・サックス著，草思社，2006.58 Googleがほしがるスマ トー脳のつくり方：ニューエコノミーを生き抜くために知っておきたい入社試験の回答のコツ／ウィリアム・パウンドストーン著，青土社，2012.89 どうしてあの人はクリエイティブなのか？：創造性と革新性のある未来を手に入れるための本／デビッド・バーカス著，ビ ・ーエヌ・エヌ新社，2014.10試読サービスはコチラから第22回おすすめ図書紹介文の全文は，展示コーナーの他に，図書館Webサイトの次のページでもご覧いただけます。http : //library.kanazawa-u.ac.jp/?page_id=305●第19回「読書案内を書き，自分の読書傾向を知る／横川正美先生（医薬保健研究域保健学系）」は自然科学系図書館で展示中です。●第20回「本は別世界への扉／西脇ゆり先生（男女共同参画キャリアデザインラボラトリー）」は保健学類図書室で展示中です。●第21回「大学生小説／福士圭介先生（環日本海域環境研究センター）」は医学図書館で展示中です。
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      OPAC plusで検索すると…この本がヒットします！
３．3階の『何者』が並んでいる棚を見てみると…






























イベント ★日・EUフレンドシップウィーク2017特集★2017年度の「EUフレンドシップウィーク」は実に多彩！ いずれも大好評でした。金沢大学附属図書館には，欧州連合（EU）への理解度を深めるための拠点として，北陸地方で唯一のEU情報センター（EUi）が設置されています。全国18大学のEUiでは毎年5月9日の「ヨーロッパ・デー」（EUの創設記念日）前後から7月にかけて，「日・EUフレンドシップウィーク」と題して，EUをよりよく知ってもらうためのイベントを集中的に実施しています。展 示EUカフェ 中 央6月14日（水）のお昼休みに中央図書館ブックラウンジでEUカフェ2017「EUに留学しませんか？：フィンランド編」を開催しました。フィンランドへの留学経験者1人とフィンランドからの留学生4人によるトークイベントに学生・教職員合わせ約60名の参加がありました。質問タイム終了後も熱心に質問している姿があり，フィンランドへの関心の高さがうかがえました。EU講演会 中 央「EUにおける農業の重要な担い手ハンガリー～ハンガリー食物部門の日本での可能性について～」と題してEU講演会を開催しました。講師：パラノビチ・ノルバート駐日ハンガリー大使（Dr. Norbert PALANOVICS）日時：6月26日（月）13 : 00～14 : 30場所：中央図書館3階 AV室図書館学生ボランティア とぼらニュース6月11日の日曜日の午後，「うつのみや金沢香林坊店」で，とぼらメンバー8人が中央図書館に置く本を実際に手に取りながら選びました。これらの本は，7月7日までに「ほん和か文庫」と「とぼら選書コーナー」にとぼらメンバーによって並べられました。どうぞご利用ください。
企画展示「EUと環境」５月１６日（火）～６月１７日（土） 自然科学フィンランド独立１００周年記念企画展示「スオミって知ってる？」５月９日（火）～６月１８日（日） 中 央 企画展示「ハンガリーって知ってる？」６月２２日（木）～７月９日（日）中 央パラノビチ大使は，ハンガリーと日本の農業指標の比較やハンガリー農業の概要などについてプロモーションビデオを交えて説明された後，主力輸出食材であるマンガリッツァ豚肉や鴨肉，フォアグラなどについてEU内で重要な地位を占めていることをわかりやすく紹介されました。通訳なしの約1時間に渡る英語による講演でしたが，学生・教職員合わせて約40名が真剣に耳を傾け，講演後の30分の質疑応答タイムでは，参加者からたくさんの質問が出されました。 ↑開催中の「ハンガリーって知ってる？」展をご覧になるパラノビチ大使※ハンガリー人のエルノ ・ールービックが1974年に「ルービックキューブ」を考案しました。→パラノビチ大使からのお土産「ルービックキューブ」
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金沢大学附属図書館報 “こだま” 第193号5/18-19 第13回ブックリユース市中 央恒例の春のブックリユース市を中央図書館入口のピロティで開催しました。2日間で提供した1,875冊のうち，持ち帰りは1,440冊でした。お天気にも恵まれ，大好評でした。大学・社会生活論，情報処理基礎平成29年度の新入生を対象とした授業を図書館職員が担当しました。共通教育科目「大学・社会生活論（4月10日～5月9日）」の1コマで，図書館の基本的な利用方法を，「情報処理基礎（5月1日～10日）」の1コマで，資料の探し方及びデータベースの検索方法の説明と実習を行いました。Library Guide & Tour／留学生のための図書館利用説明会 中 央 自然科学図書館職員と留学生ラーニング・コンシェルジュ（LeCIS）が連携して，留学生を対象とした図書館利用説明会を4月18日（中央図書館）と4月19日（自然科学系図書館）に実施しました。ブックリユース市in自然科学系図書館自然科学自然科学系図書館入館ゲート前で，理工系専門書中心のブックリユース市を開催しました。第3回：4月18日～4月20日提供：762冊，持ち帰り 439冊第4回：6月27日～6月29日提供：1,014冊，持ち帰り 426冊図書館ビブリオバトル中 央5/17 第25回6/21 第26回（写真右）7/19 第27回※今年度から司会は，井上咲希先生（国際基幹教育院特任助教）が担当しています。6月24日にビブリオバトル普及委員会から「Bibliobattle of theYear 2017特別賞」の表彰を受けました。
文献検索講習会などを開催5/11 SciFinder講習会自然科学7/11～7/14，7/18～7/20図書館ラーニング・サポート・ウィーク2017夏 中 央以下の6種類（7回）の講習会を集中的に行いました。効果的なプレゼンテーションのコツ／レポート作成基礎講座／日本語文献の探し方の基礎／オンライン百科事典を使った研究テーマの決め方／文献収集法講座／英語文献の探し方の基礎資料展示EU関連展示はp.7をご覧ください。中央図書館●新歓展示「図書館員がお薦めする『新生活応援！本』」（4/10～5/7）●企画展示「LA･LeCIS・とぼらお薦め図書シリーズ＃1『留学生用図書』」（7/11～8/8）自然科学系図書館●企画展示「水」（6/19-7/8）●企画展示「LA･LeCISのおすすめ図書」（7/11～8/9）編集後記大学での学習は授業時間だけではありません。金沢大学では授業時間外にも様々な学修支援を行っていますので，積極的に活用してください。電子ブック，使っていますか？紙媒体と電子媒体にはそれぞれ長所短所があります。利用できる電子ブックも増えています。積極的に活用してください。広報委員会メンバー橋 洋平 瀧口玲子 小川真由美 伊藤美和神谷真梨子 水木理恵 菅 広大 守本 瞬金沢大学附属図書館報「こだま」第193号平成29年7月21日発行 発行：金沢大学附属図書館編集：広報委員会 印刷：株式会社橋本確文堂〒920-1192 金沢市角間町 TEL：076-264-5200E-mail : etsuran@adm.kanazawa-u.ac.jp＊この印刷物は再生紙を利用しています。◆8
